
ガティブな気持ちになりがちです。自宅ではリラ
ックスできる環境をつくり、できるだけポジティブ
な気持ちになれるようサポートをお願いします。
　親世代の中には、就職氷河期を経験された方も
多く、就職に関しては特に心配されているのでは

ないかと思います。ただ、その頃と現在では、就
職活動とそれを取り巻く環境は大きく異なります。
その辺を意識していただきたいと思います。

■コロナ禍による変化
　コロナの影響による変化は、大きく3 つあると
考えています。
　まず１つ目が急激な産業構造の変化です。多く
の企業は事業構造の変化により、計画の見直しを
求められることとなりました。この事業構造の変
化は新しいビジネスチャンスにつながることもあ
りますが、商機を見いだせない場合には業績の低
下をもたらします。
　こういった企業の変化は、就職活動にも影響を
及ぼし、進路や職業選択を再考することになった
学生もいます。採用を見送る企業もあり、希望業
界への就職が難しいこともあります。
　こうした中、学生に求められるのが、まず進路
や職業選択において、将来性を考えるということ
です。楽しく働きたいといった価値観もいいので
すが、それだけではなく、将来性といった視点を
取り入れてみることをお勧めします。
　さらに、業界や職種を調べる際、従来の定義や
思い込みに頼らないでいただきたいです。新たな
事業展開に伴って、全く新しい職種を募集してい
る企業も多くあります。この業界といえばこの部
署という概念は変化しています。思い込みにとら
われずに、広い視野で見てみるとよいと思います。

■学生生活の変化による自己PRの変化
　続いて２つ目が、日常活動の制限です。企業側
としては東京を中心として、非接触の対応を求め
られることとなりました。また業界に関係なく在宅
勤務、Web 商談と働くスタイルも変化しました。
　学生の大学生活も変化しました。対面授業、友
人との交流、サークル活動、アルバイトなどとい
った体験が制限されたのではないかと思います。
　学生に求められる対応として、まず自己 PR の内
容の工夫です。つまりコロナ禍での生活を前提とし
た自己 PR を用意する必要があるということです。
　コロナ禍の生活も 3 年目になり、企業の受け取
り方は変わってきていると思っています。今の３
年生は、コロナ禍の状況を前提として捉えて、自
己 PR の内容を考えていく必要があると思ってお
ります。
　活動が制限されたことで、様々な体験による成
長機会が減少していると思います。これまで以上
に主体性を持った過ごし方をしていかないと、自
己 PR を打ち出すのが難しくなっています。

■オンライン化による影響
　３つ目がオンライン化です。コロナによるオン
ライン化は、就職活動に大きな影響を及ぼしまし

本学卒業生が語る！
採用担当者としての視点

講演

株式会社YUWAホールディングス　
人財開発部マネジャー　　　　　　細田 優

※講演ではこのほか、最新の就職環境、就職活動スケジュール、１・２年生
がやるべき準備などが語られました。ご興味ある方は育友会HPのアーカイ
ブ配信をご視聴ください。

2006年、専修大学文学部心理学科卒。生活用品の専門商社の株式会社
友和入社。現在、グループ企業全体の採用・教育業務に携わる。
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た。企業としては説明会や選考をオンラインで実
施するので、効率がよくなった面があります。学
生は移動時間も交通費の負担もないというメリッ
トがあります。
　一方で企業と学生双方が情報の不足を感じるよ
うになったという側面があります。その時その場
にいてこそ感じられる情報があると思うのですが、
そういったものが得にくくなりました。
　企業側も学生に直接お会いすれば、額の汗や手
の震えまで見え、緊張してるのもわかりますが、
オンラインではそこまで見えないものです。
　学生に求められるのは、オンラインと対面式の
両方に対応できる準備をしておくことです。両方
組み合わせて選考する可能性が高いため、その準
備をしていただくことをお勧めします。
　そして、自分にとって重要な情報は何なのかを
把握しておくとよいでしょう。企業によっては、
選考のすべてをオンライン化してるところもあり
ます。社員に直接会ったこともなく、また企業に
直接行ってもいないから、本当にこの企業でいい
のかわからないと悩む学生がいます。これは選考
の中で重要な情報を得られていないということが、
原因になっています。
　自分の価値観で必要な情報は何なのかというこ
とを把握し、さらにはその情報をきちんと得られ
る手段があるのかを確認しておくことをお勧めし
たいと思います。

■オンライン就職活動における注意点
　オンラインでの就職活動における注意点をもう
少しお話しします。まず情報収集については視野
が狭くならないようにすることです。
　オンラインですと友人との情報交換の機会が少
なくなり、個人戦になりやすいです。そうします
と自分が持ってる情報だけで活動することになり
ますので、就職活動全体の流れを確認いただいて、
計画を立てることをお勧めしたいと思います。
　続いて情報に振り回されないことも、非常に重
要です。ネット情報の中には信憑性が低いものや、
不安を煽るものがございます。そういった情報に
影響されて、気持ちが不安定になってしまうこと
がないように気をつけていただきたいと思います。
　次いで、面接についての注意点です。以前私が

経験したことですが、オンラインでのグループ面
接で、他の学生が話している途中に、席を外し画
面から消えてしまう学生がいました。対面式では
こういうことはしないと思いますが、オンラインで
は、そういったことができてしまうのですね。
　オンライン選考であっても、見られているとい
う意識を持っていただき、適度な緊張感を持って
臨まれることをお勧めします。

■オンラインならではの工夫
　オンライン選考では、Web カメラを通して相手
に自分がどう見えているかを確認することをお勧
めします。学生に一番欠けるのは、相手からどう
見えているかという相手目線です。それで、ずい
ぶん損していると思うこともあります。どんな時に
印象が良くないのかというのをお話しさせていた
だきたいと思います。
　まずは表情が見えないケースです。原因は光量
不足が考えられますので、照明の工夫が必要です。
あと Web カメラで部屋のどこまで映っているのか
を確認することをお勧めします。
　それから目線に注意してください。オンライン
選考ではカンペを見る学生が増えました。画面の
いろんなところに貼ってカンニングしているので
しょうが、面接官は違和感を感じやすいので、お
勧めしません。
　またオンラインでは画面に映る面接官の顔を見
て話したくなります。もちろん表情を確認する意
味ではいいことですが、ずっと画面を見ています
と、カメラを通じて向こう側にいる方と全く目が合
わないので、基本的にはカメラを見て話せるよう
に練習した方がよいと思います。
　最後に姿勢が悪いパターンです。これは Web
カメラの位置がご自身の目線と合ってないことで
発生します。カメラをのぞき込むような形だと姿
勢が悪く見えてしまうことがあり、決してよい印
象にはなりませんので、ぜひ事前にカメラの位置
を調整されることをお勧めします。

■オンライン選考で勝ち抜くために！
　さらに、オンライン選考で勝ち抜くためのスキ
ルを紹介させていただきます。まず１つ目が「表
現する力」です。先ほども申しましたように感覚
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情報が不足するため、対面よりも相手に思いが伝
わりにくいと思っていただいた方がよろしいと思
います。いかにして言葉に気持ちや思いをのせて
届けられるかがポイントになると考えてください。
　２つ目が「言語化する能力」です。面接官が得
られる情報は画面上に映る視覚情報、そしてスピ
ーカーから聞こえてくる聴覚情報の２つです。こ
れを確実に届けるためにも、自分の考えを言語化
する能力を持っていただきたいと思います。
　最後に「ライティング能力」です。情報が不足
すると先ほども申し上げましたが、その分、書類
によって得られる情報の重要度は増しております。

「話せる」と「書ける」は大きく違うと思います。
面接の場においては、学生が話しづらそうな場合
には、面接官がフォローすることもありますが、
書類ではそうもいかないのでしっかり書くことが
必要です。面接と書類の両面で、言語化できる能
力を身に付けていただきたいと思います。
　以上、コロナ禍の影響による変化ということで
企業と学生のメリット、デメリットという側面から、
どのように対応するといいのかといったことをお
話しいたしました。
※講演ではこのほか、インターンシップ、エントリーシートの内容、専大生の
特徴などが語られました。ご興味ある方は育友会HPのアーカイブ配信をご
視聴ください。

■就職活動、いつ、何から始めたか
小林：まず皆さんが就職活動を意識し始めた時
期、またどんなことから準備を始めたかをお話し
いただきたいと思います。
中村：3 年生の 4 月頃です。新型コロナ感染が
拡大しはじめたので、また就職氷河期がくると考
えて、早めに始めました。始めた内容は、企業や
会社を知るということです。東京ビッグサイトな
どで行われている企業説明会に参加したり、オン
ライン上でのマイナビやリクナビを通した説明会

に参加したりして、企業の様々な情報をつかんで
いきました。
伊藤： 3 年生の 7 月頃だったと思います。夏休
みのインターンシップなどが始まる時期で、周り
が動き始めたので、私も動き始めました。元々公
務員を志望していたので、市役所だったり、地域
貢献という軸で地方銀行のインターンシップにい
くつか参加しました。その時は、自己分析、企業
研究はまだ始めていなかったので、そこがちょっ
と失敗だったと思います。
細谷：3 年生の 7 月頃になります。大学のキャリ

就職活動体験談
パネルディスカッション

司 会 パ ネ リ ス ト

キャリア形成支援課　課長補佐

小林  仁
経済学部国際経済学科４年

守岡詩織
文学部英語英米文学科４年

細谷 歩
人間科学部社会学科４年

中村亮介
文学部歴史学科４年

伊藤涼平
大学生活では焼き菓子店や
スーパーマーケットのアルバ
イトに力を入れ、新店舗の立
ち上げにも携わった。通信イ
ンフラ会社内定。

英米映画を研究するゼミ所
属。大学生活では英語学習と
アパレルブランドのアルバイ
トに力を入れた。クレジット
カード会社内定。

静岡県出身。ネットワーク系
のゼミ所属。ごみ拾い活動サ
ークル「グリーンバード専修
大学」を立ち上げて活動。電
力会社内定。

新潟県出身。南北アメリカ史
を研究するゼミ所属。ゼミ活
動の一環として昨年２～３月
にアメリカを旅行。地方銀行
内定。
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